
従来施工から情報化施工へ
ＭＣによる敷均し

繰返す

丁張りを目安に施工設計図から丁張り設置 丁張りを目安に検測

施工用丁張り不要設計図を現場に再現 検測も減少

施工後の高さをcm単位で
計測しオペレータに指示

仕上がりは、オペレータ
の技量に依存

オペに頼らず
排土板を自動制御
繰返回数も減少

従来施工

情報化施工



• 作業の効率化

オペレータの負担を減らし工期短縮や省人化



• 施工品質確保（夜間作業でも同等品質確保）

２４時間施工での信頼性



従来施工では、許容値以内であるが、ばらつきがある

情報化施工では、設計高に対し一定施工が可能であり、ばら
つきが極めて少なく、管理断面以外も同等の出来形が得られ
る
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従来施工

情報化施工

敷均しのラップ部分、材料がほとんど掻
き出されないレベルの精度で施工できる

• 施工品質確保（信頼性の向上）

仕上げ精度の向上により手戻りの大幅な減少

・垂直精度検測箇所の８０％以上で±１０mm以下 （路盤・MCグレーダー）


